
福祉・介護・健康フェアｉｎ上越

人と人、世代をつなぐ地域共生社会の実現のために

実施報告書
◎開催日：２０２２年１０月２２日（土）
◎会 場：高田城址公園オーレンプラザ

主催：新潟日報社 新潟県社会福祉協議会 上越市社会福祉協議会
共催：上越市

運営事務局：新潟日報社
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開催概要

■名 称 福祉･介護･健康フェア２０２２ｉｎ上越
〈同時開催事業〉
農福マルシェ、認知症関連ポスター・パネル展示､こども体力測定
コーナー

■目 的 近年、少子高齢化がますます加速するなか、福祉や介護・医療
サービスを必要とする人々が増加することは明らかです。また、地
域のつながりが希薄化している社会環境のなかで、人々が日々の生
活に希望を持ち、支え合う心をもつことは重要なことです。
本フェアは、「人と人、世代をつなぐ地域共生社会の実現のため

に」をスローガンに、地域住民が世代や 分野を超えてつながるこ
とで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創ってい
く社会の実現に向けて、福祉・介護・健康に関する情報を発信し、
豊かな生活を送る一助となることを目的に開催します。

■日 時 ２０２２年１０月２２日（土） １０:００～１６：３０

■会 場 高田城址公園オーレンプラザ

■主 催 新潟日報社、新潟県社会福祉協議会、上越市社会福祉協議会

■共 催 上越市

■後 援 新潟県、新潟県医師会、上越医師会、新潟県歯科医師会、上越歯科
医師会、新潟県薬剤師会、上越薬剤師会、新潟県看護協会、新潟県
栄養士会、日本赤十字社新潟県支部、新潟県老人福祉施設協議会、
新潟県社会福祉士会、新潟県介護福祉士会、新潟県介護支援専門員
協会、新潟県手をつなぐ育成会、市町村社会福祉協議会〔新潟市・
長岡市・三条市・柏崎市・新発田市・小千谷市・加茂市・十日町
市・見附市・村上市・燕市・糸魚川市・妙高市・五泉市・佐渡市・
阿賀野市・魚沼市・南魚沼市・胎内市・聖籠町・田上町・阿賀町・
出雲崎町・湯沢町・津南町・関川村・弥彦村・刈羽村・粟島浦村〕

■来場者数 約３００人（※２０２１年来場者４５０人）
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広報・ＰＲ

①新潟日報朝刊広告
１０月 ２日（日）、１０月 ６日（木）
１０月 ９日（日）、１０月１３日（木）
１０月１７日（月）、１０月１８日（火）
１０月２１日（金）
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②新潟日報朝刊特集（上越会場）
９月２２日（金）、１０月１４日（金）

③Ａ４チラシ
９月末から上越市内関連施設
上越市内私立幼稚園、保育園に配布

④Ａ１ポスター
９月末から上越市内関連施設に掲示

⑤新潟日報上越地区ミニコミ紙
「おはよう通信」９月１５日（土）

⑥特設ＷＥＢサイト
９月３０日（金）～

⑦新潟日報メディアネットＷＥＢサイト「ガタチラ」
１０月２０日（木）～

新潟県社会福祉協議会
・機関誌「福祉にいがた」９月号 開催告知記事掲載
・ホームページへの特設WEBサイト専用バナーの設置
・本会実施事業におけるチラシ配布、LINE配信
（シニアカレッジ、県社会福祉研修センター、県福祉人材センター）
・9月30日、10月17日 県内市町村社協あてメール情報の配信
・上越圏域社協へのチラシ配布
・新潟ユニゾンプラザ福祉関係団体に対し、会員へのチラシ配布依頼
およびホームページ掲載、メール・LINE配信等による周知依頼

上越市社会福祉協議会
・社協だより(168号)への記事掲載
・社協実施の各種研修会でのチラシ配布と声がけ
・関係団体へのチラシ配布と声がけ

上越市
・上越市柔道連盟への周知
・市内障害福祉サービス提供法人への周知



イベント内容

ステージイベント

◆講演会 「誰もが活躍できる社会を目指して－スポーツの力は無限大－
会場 高田城址公園オーレンプラザホール
時間 １１：００～１２：００
講師 廣瀬 誠 さん

（リオデジャネイロパラリンピック銀メダリスト、
視覚障害者柔道選手、愛知県立名古屋盲学校教員）

参加 ５１人

◆パネルディスカッション
「仲間がいるっていいなあ 認知症にやさしいまちとは」

会場 高田城址公園オーレンプラザホール
時間 １３：３０～１５：００
出演 菊地 大輔 さん（埼玉県オレンジ大使）

渡邊 雅徳 さん（埼玉県オレンジ大使）
安樂 大 さん（上越市地域共生デイよいさ）
原 等子 さん（新潟県立看護大学准教授）

参加 ３８人
◆講演会 「元気をキープ！ごぼう先生と楽しむいす体操」
会場 高田城址公園オーレンプラザホール
時間 １５：３０～１６：３０
講師 簗瀬 寛 さん（ごぼう先生）
参加 ４３人

セミナー・展示
◆「認知症サポーター養成講座」
会場 高田城址公園オーレンプラザ会議室・研修室
時間 １０：３０～１２：００
出演 新潟県立看護大学認知症オレンジサークル
参加 １１人
◆「ＮＩＣ健康セミナー」
会場 高田城址公園オーレンプラザ会議室・研修室
時間 １２：３０～１４：００
講師・演題

新潟県立中央病院院長 長谷川正樹 さん
「知っていただきたい、上越地域の医療」
さいがた医療センター 下村 拓也 さん
「依存症って何？なりやすい人はどんな人？」

参加 ３１人
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イベント内容

セミナー・展示

◆「障害者の芸術作品展示」
会場 高田城址公園オーレンプラザ多目的室

◆情報展示コーナー
会場 高田城址公園オーレンプラザ共用部
出展者 上越市シルバー人材センター、速報社

冠婚葬祭ビップ、東京電力HD
コープデリにいがた

資料のみ 新潟県上越地域振興局上越保健所、上越市、上越市社会福祉協議会
きたしろ相続相談センター、みんなでいきる、リボーン
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同時開催事業

◆農福連携マルシェ
会場 高田城址公園オーレンプラザ共用部
出展者 ＩＷＯＲＫＳ、かなやの里ワークス、板倉ふれあい工房

つくし工房、飯塚農園、農事組合法人清里アグリのＷＡ
上越きくらげファーマーズ、さくら工房、上越保健医療福祉専門学校

関連イベント
「たまご詰め放題」
「マジックハンドで秋の味覚詰め放題」
「農福クイズに答えてプレゼントをもらおう」

◆認知症関連ポスター・パネル展示
会場 高田城址公園オーレンプラザ共用部

◆こども体力測定コーナー“ミライキッズ”連携事業
会場 高田城址公園オーレンプラザスタジオ、中庭
参加 ８０人

◆新潟日報社
「目指せ！健康寿命日本一。にいがたプロジェクト
（にいがた元気プラス）」紙面パネル、ポスター展示
会場 高田城址公園オーレンプラザ共用部



新型コロナウイルス感染症対策

（来場者対応）
■受付前にサーマルカメラによる検温
■アルコール消毒液による手指消毒、マスク着用の呼びかけ
■マスク不携帯来場者用に予備マスクを用意
■講演会、セミナーについては事前申し込み制として席の間隔を空けて対応
■講演会受付に飛沫感染対策としてアクリル板を設置

（スタッフの感染症対策）
■マスク着用
■アルコール消毒液による手指消毒をこまめに実施
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開催後の取材記事

１０月２３日（日）付新潟日報朝刊

新潟県社会福祉協議会機関誌
「福祉にいがた」１１月号



アンケート結果
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アンケート結果

８



９

アンケート結果
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